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《資　料》
ザクセンにおける地代償却の実施（1）
松 尾 展 成
はじめに
　ザクセン王国における領主＝農民関係の廃棄は1832年を起点として「償却」の形態で実
施されたが，この地代償却の実施はどの程度まで具体的に解明されているであろうか．19
世紀末までの研究状況は，「諸権利の償却」に関しては「文献においてほんの僅かしか言及
されていない」とのHeye（S．9）の発言から明らかである．それから約30年後にBuchL
holz（S．159）も次のように指摘している，ザクセンではr1832年に一Treitschkeが
r十九世紀ドイツ史』で言うように一模範的な償却・共同地分割法が公布され，これは
封建的諸負担をプロイセンにおいてよりはるかに徹底的に一掃した．……地代銀行が設立
され，それは利子付き証券によって権利者に補償し，したがって，義務者にとって償却を
容易にした，』「ザクセンにとって，とくに農業にとっていかなる祝福があの法律から生
じたかは，すでにしばしば……書かれ」てきた．「しかしながら，1832年3月17日の二法
律一償却・共同地分割法と地代銀行設立法一が，詳細に見ると，どのような結果をも
たらしたか，それぞれの場合にそれがどれほど困難な計算作業を要求したか，個々の土地
保有者，領主と隷農にとってどのような帰結がそれから生まれたか，については人は非常
に稀にしか読むことができない」と．，
　この事情は今日に至ってもそれほど変っていない．Jahn（S。126）は「過虫の地域史
研究が…賦役償却の問題をほとんど全く無視してきたことは異常である」とさえ述べてい
るのである。そこでわたくしは本稿において，今後の研究の手がかりを得るために，地代
償却に関する具体的・数量的事実を集落別に整理しようとおもう．その場合，集落（特記
せぬ場合は村落，稀には都市・騎士領）は第1図（Lommatzsch，Kartenbeilageによる）
に示される1900年頃のザクセン王国の地方行政区画，県（Kreishauptmannschaft）と郡
（Amtshauptniannschaft）によって区分され（ただし，　Dresden・Altstadt郡とDres・
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第1図ザクセン王国地．方行政区画（1900年頃）
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den－Neustadt郡は一つにまとめられ，　Grossenhain郡に関しては別稿で取り扱われる），
それぞれの郡ではアルファベット順に配列される．同名の村落はザクセン王国内に非常に
数多いが，同一郡にある同名の村落だけがBlaschkeに依拠して，近くの都市名などを付
記することによって区別される．各集落にあっては，まず，償却協定締結ないし全国償却
委員会によるそれの承認の年（複数の償却が判明する場合は原則的に年代順），次に，権
利者と償却対象，最後に，義務者と償却年地代額あるいは償却一時金額（判明する場合は
地代銀行への委託額を追加），の順序で列挙され，場合によっては，さらに詳しい事実が
提示される．なお，若干の単位については次の略記号が用いられる．
A　＝Acker
G　＝Groschen
H＝Hufe
M　＝＝　Mark
P　＝＝Pfennig
S　＝Scheffel
T　＝Taler
　　1．Dresden県
　　i．DipPoldiswalde郡
　　　　B6rnersdorf一→Lauenstein市
　　　　DitterSdOrf一＞LaUenStein市
　　　　Ftirstenau一）Lauenstein市
　　　　F髄r8te皿wal虚e一→Lauenstein市
　　　　Hennersbach一→Lauenstein市
　　　　Lauenstein市
　1841／43年．騎士領Lauensteinへの賦役（⊥821年に梨耕（Ackertage）あるいは肥料
運搬273三日，大鎌刈取り（Sensentage）171砥日，手賦役（Handtage）⊥902日．ただし，
Breitenau村もこの賦役を共同ではたすべきであったが，この償却には参加していな
い）．当市（2軒の水車屋）と7村からの償却地代は下記の通りである（地代銀行への委
託はBOrnersdorfが！841年，他は工843年）．
B6rnersdorf
Dittersdorf
Ftirstenau
FUrstenwalde
Hennersbach
Lauenstein
Liebenau
323T
554T
193T
166T
44T
　4T
401T
?????? ??
2
??
一　106　一
106
L6wenhain
　　計
136T　22G　8　P
1840T　16G　8P
（Brandner，　S．　76，　83，　89．）
　　　Liebenau一→Lauenstein市
　　　L6wenhain一→Lauenstein市
　　ii．　Dresden郡
　　　　Brabschtitz
　Amt　Dresdenの管区村落（Amtsd6rfer）が寓廷賦役（Hofedienste）の給付を拒否
したので，182フ年に政府は63村と賦役償却について協議を開始し，狩猟賦役などを除く賦
役の償却協定が1828年に締結されて，1829年に発効することとなった．当村など5村の償
却地代は下記の通りである．
BrabschUtz
Briesnitz
Cotta
Kemnitz
Podemus
畜　賦　役????????
??﹇?
?????｝??
手当　役??? ????
　しかしながら，「ある村で偶然に，±618年の協定の古い写本が発見された．この協定と
1828年の新しい賦役償却協定との比較から人は，1618年の協定によってすでに償却されて
いた賦役を国家が〔再び〕1828年の協定によって貨幣に転化した・一と考えねばならな
い，と信じた．」この疑点の解明を求めて1833年に拒絶された63村は，政府を告訴した
が，結局1836年に最高裁判所で敗訴した．
（Bergmann，　S．　62f．）
　　i
　　　　Briesnitz一一一一一＞BrabschUtz
　　　　Cossebaude
　l829年．　Amt　Dresdenに対する賦役．畜賦役（1人当り年約8日）の償却地代はユH
につきlT12G，手賦役（1人当り年約30日）のそれは1人につきlT．
（Dame，　S．　34f．，　207f．）
　　　　Cotta一一一＞BrabschUtz
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　　　Gornpitz
（1）1828／29年．「宮延賦役」　（賦役義務者名と火災保険家屋台帳番号（Brandkata－
sternummer），土地保有規模は下記の通りである）．当村からの償却地代は畜賦役につ
いて46T，手賦役について7T．
1
??
G．Richter 3H
2
」．
G．Pahlitzsch18％6H
3
」．
G．Garthe 1磁2H
4
??
Gottlob　Pietzsch28％6H
5
??
G．R6schler ％H
6
?．
Gottlieb　Pietzsch％2H
7
??
G．K廿rsten 嘱1H
8
??
G．Kn6be1 園地
（2｝1842年．Prokuraturamt　Meissenへの現物貢租．貢租義務者名と家屋番号，土地購
入の年，年々の貢租（燕麦）の量，償却地代は下記の通りである（4のGottliebは原文
のまま）．
?????C．　T．　Richter
A．　W．　Pahiitzsch
K　A．　Garthe
J．　Gottlieb　Pietzsch
J．　C．　Beeger
K．　A．　Leumer
K．　G．　Kirsten
1839年
ユ833年
ユ838年
1818年
ユ832年
ユ841年
1838年
1／2S
2i％2　S
11／2　S
67A2　S
IYs　S
gts2　S
liX　S
一T　19G　2P
3T’2G　8P
IT　27G　6P
8T　4G　8P
IT　13G　2P
－T　10G　8P
IT　24G　一P
（3）1843年．PlauenのHofmUhleに帰属する製粉強制．各戸の義務的製粉量とその償
却地代（lS当り2G）は次の通り（8は小屋住農J．　G．　Weber）．
　　li　34S　1　2T　8G
　　21　15S　1　IT　一G
　　3　1　2iS　1　IT　12G
　　4［　33S　1　2T　6G
　　51　13S　1　一T　26G
　　61　3S　1　一T　6G
　　71　13S　L　一T　26G
　　8）　2S　1　一T　4G
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（4）1844年．Dresden市参事会への現物貢租（小麦4S，燕麦4S）．当村の償却地代
Z4T19GgP．
（Lesske　1896，　S．　245，　247f．）
　　　　Kaditz
（1）1829年．　「宮廷賦役」．当村からの償却地代は畜賦役について132T，手賦役につい
て50T（IH当り6T3G7P）．
（2）1843年．（a）国有林における当村の敷藁採取権について政府から1000T．（b＞国家への果
汁運搬賦役について当村から300T．以上の結果，政府から当村へ700T．
（Trautmann，　S．　！07f．）
　　　　Kemnitz
（1）　一＞Brabschtitz
②　1841年．PlauenのHofemUhleに帰属する製粉強制．当村の償却地代8T20G．
（Bergmann，　S，　63，）
　　　　Leubnitz
　l849年の請願書によれば住民323人の当村は446TIOG4Pを地代銀行に年々支払う．
（Zeise　1965，　S．　57，）
　　　　馬奇士領Leckwitz
　l813年に当騎士領の所有者j．　G．　Preusser（ライプツィヒの商入）は領民のすべての
賦役を無償で廃止した．
　（Buchholz，　S．160；Gross！968，　S．77．なお，　Bltischkeによれば，　Dresden郡で
1764年に当騎士領に属するのはGaustritz，　Lockwitz村とKauscha，　Leuben，　RipPien
村の各一部とであった．）
　　　　Merbitz
（1）1836年．Amt　Dresdenへの型耕賦役（Acker－und　Pflugdienste）　（年間合計22％
日，lH当り2－3日）．当村の償却地代390T、
（2）1840年．Rentamt　Dresdenへの現物貢租（小麦2S，ライ麦8％S，燕麦5％S）．
計91／2Hを保有する9人の義務者から償却地代44T－G4P．
（Dame，　S．　93f．，　208．　Vgl．　Bergmann，　S．　63．）
　　　　Niedergorbitz
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　1844／45年．御料地Gorbitzへの刈取り（Sicheltage），脱穀賦役，穀物収穫賦役，
建築手賦役，導管運搬賦役（R6hrfahrtsdienste），現物貢租．当村とObergorbitzの土
地保有者合計123人からの償却地代88T14G（地代銀行委託）．
（Lesske　1896，　S．　159，）
　　　　Niederhtislich
（1）1843年LRentamt　Dippoldiswaldeへの現物貢租．28人の土地保有者から償却地代
llOT22G8P（地代銀行委託）．
（2）1844年．騎士領Berreuthへの禦耕．11／2日につき25Tの償却一時金．
（3｝1854年。Dδbelnの牧師に対する水道貢租（R6hrwasserzins）．当村の償却一時金
6T20G．
（Lesske　1892，　S．　143．）
　　　　Obergorbitz－Nieclergorbitz
　　　　Oberwartha
　l839年協定締結・承認，騎士頷Klipphausenに対する負担．　Sachsdorf（Meissen郡）
に土地を保有する当村の1／4H保有農」．　G．　Rudolphから8T22　G　7　Pの償却一時金．1
T18Gの世襲賃租（Erbzins）も25倍額の償却一時金によって償還してよい．　Sachsdorf
（Meissen郡）（1）参照．
（Crasselt，　S．　！38．）
　　　　Pennrich
（1）1828／29年．「宮廷賦役」．フーフェ農7人から畜賦役について償却地代48T，保有
者全員から手賦役について10T．賦役義務者名と家屋番号，土地保有規模（空欄の場合は
フーフェ非保有）は下記の通り．この償却をめぐる紛争についてはBrabschUtz参照．
?????㎎???os
?
??（
y遍9E琉?
? ?? 」??? ???? ?? ??
???????????????
就U
???
2H
2H
3Y2　H
砥H
13／4H
Y2H
村長補佐
一　109　一
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??? K．　A．　Appelt
F．G．　Lindner 3／IH
村長
居酒屋
（2｝！840年．PlauenのHofemUhleに帰属する製粉強制．合計148　Sについて償却地代9
T26G（lS当りlG62／3　P）．各戸の義務的製粉量，家屋番号（1829年以後，番号が変
更された），土地保有規模（「急激な保有変更」！）は下記の通りである．
????????????????一汗 ?? ??．?．．??? ?　2H小屋住農
　3H
　31／2H
　砥H
　l3／4H
　Y2H
　1／2H
園地農
居酒屋
　i9　S
　IS
　33S
slY2　S
　4S
　l8　S
7Y2S
　IS
　2S
　llS
（3）1841年．Rentamt　Dresdenへの現物貢租（上記の家屋番号2，5，7，8，9，　ll
〔ママ〕，14〔保有者C。G．　Kltigel〕の7人から計25／s　Sのライ麦（K：orn）と同量の燕
麦）．償却地代lOI／2　T．
（4）1846年．Amt　Dresdenに対する翰送賦役の償却地代（！T　26G2Y2　P）．当村から
償却一時金46　T　26　G2Y2　P（25倍額）．
（5｝1852年．Prokuraturamt　Meissenへの世襲賃租と現物貢租．10人の土地保有者から
償却地代16T21G8P．
（Les＄ke　1896，　S．　233－235．）
　　　　Podemus－BrabschUtz
　　　　Seifersdorf
　当為は！305A（瓢72！，7ha）の面積をもち，1840年に下記の土地保有者がいた．
農　　民　　33人
園地農　　5人
小屋住農　　48人
水車屋　　2人
居酒屋　　2人
騎士領　　1
（1）騎士領Seifersdorfは93．BA（＝　51．6ha）の面積をもち，「三圃式農法にしたがっ
て経営」された．　r第1の栽培区，すなわち休閑区（Brachschlag）では蕎麦（Heide一
一　llO　一
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kom）2A，碗豆3A，ヴェッチ（Wicken）2A，野菜（Kraut）3A，亜麻2A．し
かし，大麻，人参（MOhren）などは播種されない．大麦4A，施肥，これは三圃式農法
からはずれるけれども，、慣例による．休閑およびクv一ヴァ（Klee）151／2A．第2の，すな
わち冬鳥栽培区（Winterungschlage）ではライ麦と小麦．第3の，すなわち夏穀栽培区
（Sommerungschlage）では燕麦2フ％A，大麦4A，なぜなら，残りの大麦は休閑区で
栽培されるからである．』この騎士領への賦役は当村から230組の二二（Gespanne），
刈取り（Schneidetage）53日，大鎌刈取り（Hautage）551／2　H，麻糸紡糸19　Sttickであ
り，当村から約半時間の距離にあるSch6nborn村から刈取り77％日，大鎌刈取り25　H，
麻糸紡糸10Sttickであった．
　ここでは償却法公布直後に償却の準備作業が始まったらしく，エ835年目は，委員E．
P6tzschke（Dresden）の作成した領主側の算定と，委員C．　F．　Auerwald（Lockwitz）
の作成した村民側の算定とが提出された．賦役に関する両者の算定額は下記の通りであ
る．
領　主　側　算　定 村　民　側　算　定
?????? 654T
P65T
W19T
6G
P7G
Q3G
7．7P
Q．5P
撃n．2P
327T
V9T
S06T
llG
UG
P8G
ll．6工P
X．39P@gP
　このように「二つの算定は多くの点で異なっていた」ので，両当事者の代理入の協議が
開始され，1835年11月には「1836年1月1日よりすべての賦役は廃止される」と約定され
た．協議はさらに続行され（部厚い議事録が村役場に残されている．），ついに1842年9
月目賦役・現物貢租・放牧権の償却に関する協定が署名された．領民はDiensdorfと
Sch6nbornの土地についても騎士領Seifersdorfに地代を支払わねばならなかった．騎
士領への償却地代総額は776T4G6Pであり，そのうち738T16G6Pは地代銀行に委託
され，残額は現金で支払われた，土地保有者84人がこの協定に関係した．
　農民保有地瓦！0号（フーフェ農民J．G．　Sickert）のはたす賦役は次のように査定され
る．
（a）確定賦役
　L　9組の割当て連畜（Zechgespanne）　　　　　lT　　l3G　　6　P
〔b｝不確定賦役
一Ul一
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1．　型耕　（Pflug）作業
2．　梨き返し（Ruhr）作業
3．　杷耕（Eggen）作業
4．　月輪＊斗運搬
5．穀物搬入
6．Dorfwieseからの一番草運搬
7，同じく二番草運搬
8．Landwehrwieseからの一番草運搬
9，木材運搬
lo．　建築用運搬
ll．ライ麦・小麦の結束（binden）
12，燕麦の掻き寄せ（reichen）
13．裏返し（Wenden）・結束など
14．Dorfwieseの大鎌刈取り
15．同じく飼料の乾燥（DUrren）
16．Landwehrwieseの刈取り（Mahen）
17．同じく飼料の乾燥
18．野菜の三三（Behacken）
19．亜麻畑の除草など
20．蕪骨（Rliben）の引抜き（Ausziehen）
21．穀物の播種
　　　合　　計
これから次の反対給付が差し引かれる．???穀物搬入の際の薄ビール（Kofent）
?????????????????????????????????????????????????????
Dorfwieseからの一一ts草運搬の際の連畜への飼料
　　　〃　　　　二番草　　　　　〃
Landwehrwieseからの一番・草　　　〃
畜賦役による耕作（Bestellung）に対して
ライ麦・小麦の結束の際の薄ビール
　　　　　　　　　　　　　　　一U2一
3G　1．63P
13G　5．26P
18G　6．07P
18G　10，IP
2iG　8．09P
4G　一P
2G工1，76P
2G　4．4P
14G　llP
－G　一P
3G　5．36P
－G　2，89P
5G　U．36P
3G　一P
5G　8，8P
2G　7．92P
工G　　　8P
3G　4　P
4G　IL　2　P
2G　4　P
2G　7．49P
5G　3．23P
一G　L4P
－G　10，9P
IG　2．89P
－G　10．08P
－G　9．68P
－G　L42P
??????ー
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燕麦の掻き寄せ（rechnen）の際の薄ビール
夏穀物の裏返し・結束の際の薄ビール
野菜の二四の際に連畜がむしり取る飼料
亜麻畑除草　　　　　　〃
手賦役による耕作に対して
穀物の播種に対して
　合　　計
一G　O．2！P
－G　2．14P
－G　6P
－G　6P
IG　3P
4G　ll．29　P
llG　4，94P
　両者の差額IOT17G10，29Pが賦役の償却地代となるわけである．
　当村役場の記録によれば，1842年9月24日にこの償却協定は全関係者立会いの下にr朗
読された．そして，それが正式なものになるように，また，我々が王立地代銀行に行く
〔委託する〕ことができるように，各人が署名した．今まで，多くの困難と障害がそれの
邪魔になってきた〔のであるが〕．』
　183フ年から「放牧権についての地代が支払」われた．当村の一住民の年代記は次のよう
に記している．r1837年6月24日に領主の羊は農民の土地に別れを告げた．今後は農民の
土地で一歩たりとも足踏みしてはならないし最初の地代は1837年ミカエルの日に支払われ
る，』と．また，「領主と政府への不信」を表明して，「欺されないように，村のだれが
それを保管する〔にせよ〕，協定にだけ注意せよ！』と、
　②当村の33人の農民は合計して173A6　Sのライ麦と同量の燕麦を，騎士領Seifersdorfは
6％Sのライ麦と同量の燕麦をProkuraturamt　Meissen　lご納入してきた．総計して4900
．eとなるこの貢租の償却については1842月7月に協議が行なわれ，　Prokuraturamt側は
ライ麦lSについて2T24G，燕麦lSについてlTlG（いずれも最近10年間の平均価
格）を要：幽し，義務者側はその価格が高すぎる，と主張した，第工に，Prokuraturamt
はこの穀物を自ら当村に受け取りに来なければならないので，輸送費を穀物価格から差し
引く必要があるからである．rさらに，我々の痩せた土地の穀物は肥沃な地方のそれほど
良質でない』ことも，算定の際に考慮されるべきである，と．本省がライ麦2TlOG，燕
麦IT4Gと決定した後，協定は1842年9月に署名され，各農民はIT5G6P，騎士領
は22T工9G　2　Pの償却地代を支払うことになった．
（3）当村とDiensdorf，　Grtinberg，　Ottendorfの若千の農民は，　Diensdorfにある彼ら
の土地に関してRentamt　Dresdenに現物貢租を納入してきた（当村についてはIO人から
一　113　一
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ライ麦4t／4　Sと燕麦4％S）．Rentamtはそれぞれの村でこの穀物を計量し，受け取るべ
きであった，これの償却についての第1回（1842年5月）および第2回（1843年1月）の
協議において国側代理人と農民とは次の穀物価格を提示した．
ラ　イ　麦 燕 麦
第・回
翔｛羅
2T　20G
2T　一G
2T　ISG
2T　IOG
IT　10G
IT　一G
IT　5G
IT　5G
　これを調停するために大蔵省は委員会による価格査定を要求したので，4入の農民が国
側の要求に同意し，1844年から償却地代：支払を開始することにした．他の農民も「遅延と
出費を避けるために」結局B44年3月，「成果のない2年の闘争の後に」国側の要求に同
意し，同年9月に協定が署名された．泉村の償却地代は16T24G　8　Pで，地代銀行に委託
された．
（4｝　「第4の償却協定」（1846年9月）においては　Radeberg　の教会に対する当村の若
干の土地保有者の穀物貢租が償却され，12T24Gの償却地代が地代銀行に委託された．
（5）十分の一二（Dezem）（牧師に対して毎年各Hから％Sのライ麦と同蚤の燕麦，教師
に対して5A6Sのライ麦）は，　lSにつきライ麦3T，燕麦lT12i／2Gで償却された．これ
はlHにつき5T2G31／4Pとなる．また，9G4Pの貢租も牧師に毎年：支払われてき
た．これの償却協定は「償却法公布の20年後，1852年3月ll日に承認」され，償却地代
（総額204T5G6P，そのうち騎士領負担分61T　3　G　2　P）は地代銀行に委託された．
地代銀行に対して地代支払義務者は地代を55年間支払わねばならないから，当村において
「古い賦役の時代は20世紀まで，1907年秋までその影を投じた」わけである．
　当村の一一住民の記録は，「重圧的な賦役と貢租から解放されるために」一園地農保有地
（Gartennahrung）（現在の第93号）が：支払わねばならなかった償却地代を次のように整
理している．支払終了の年代順に示せば，
L　－T　l2G　－P　　当村の一園地農保有地（負担：大鎌刈取りll／2日，刈取り1％
　　日，羊の放牧）に関して騎士領Seifersdorfに．支払は1897年6月末に終了する．
一　！！4　一
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2．　lT　27G　2P　　Diensdorfの土地（梨耕4日，羊の放牧）に関して騎士領
　　Seifersdorfに．支払は1897年6月末に終了する．
3，一T　l9G　6P　　Diensdorfの土地（牝鶏2％羽，卵241／2個）に関して騎士領
　　Grtinbergに．支払は1839年に開始されたが，地代銀行への委託が1844年になされた
　　ので，支払は1899年9月末に終了する．
4．一T　gG　6P　　Diensdorfの土地（燕麦％S）に関して国王のドレースデン飼
　　料倉庫に．支払は1900年6月末に終了する．
5．　lT　－G　8P　　Diendorfの土地（ライ麦％S）に関して　Radebergの教会
　　に．支払は1901年6月末に終了する．
6．　2T　lgG　6P　　ライ麦・燕麦各Y2　Sについて当村の牧師に，ライ麦％Sについ
　　て当村の教師に，また，Diensdorfの土地（9G4P）に関して牧師に．支払は1907
　　年9月末に終了する．
　この！例は「さまざまな義務の地代額がどれほどになり，重い負担として土地に課され
ていたか」を示している．
（Buchholz，　S．160一ユー67，）
　　iii．　Meissen郡
　　　　Blankenstein
　l837年協定締結，1838年承認．騎士領　Rothsch6nbergに対する賦役　（建築賦役を
除く）．当村と　Burkhardtswalde〔Burkhardswalde〕，　Groitzsch，　Helbigsdorf，
Schmiedewalde村を合計して償却地代1359TllG7P（地代銀行委託）．
（Kippe，　S．　34．）
　　　　Burkhardsvgalde一一一）Blankenstein
　　　　Groitzseh一一“，Blankenstein
　　　　Helbigsdorf一＞Blankenstein
　　　　H藍hndorf
　l939年協定締結・承認，騎士領Klipphausenに対する負担．　Sachsdorfに土地を保有
する当村住民（数宇は家屋番号）から下記の償却一時金．カッコ内に示された世襲賃租．も
25倍額の償却一時金によって償還してよい．Sachsdorf（1）参照．
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　116　一
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??? ?！0
U
??????????? （21G）
（21G）
（Crasselt，　S．　138．）
　　　　Kleinsch6nberg
　l839年協定締結・承認．騎士領K：lipPhausenに対する負担．　Sachsdorfに土地を保有
する当村住民（数字は家屋番号）から下記の償却一却金．Sachsdorf（1）参照．
?）??J．　G．　Ludewig
J．　G．　Fuhrmann
Krauspes　Erben
J．　G．　Starke
J．　M．　Rabe
（1i／2H）
（lrt／2　H）
（li／2H）
（園地）
（2H）
???? ???? ?一P
gP
7P
gP
－P
（Crasselt，　S．　138，）
　　　　Klipphausen
　⊥839年協定締結・承認当村の世襲打蕃人（Erbdrescher）の賦役を上回る反対給付．
騎士領Klipphausenから打穀入1人につき償却一時金68T16G　9　P．
（Crasselt，　S．　140．）
　　　　Roitzsch
　l841年．　PlauenのHofmtihleに帰属する製粉強制．当村とSteinbach〔bei　Kessels－
dorf〕，　Unkersdorfを合計して償却地代27T　3　G．
（Bergmann，　S．　63．）
　　　　Sachsdorf
（1）1839年協定締結・承認，騎士領Klipphausenへの賦役・貢租・放牧権．当村の義務
者名（表の■欄），家屋番号（1）　〔ママ〕，土地保有規模（皿），農耕賦役（IV．その
うちAbは荷役（Abladetage），Acは梨耕，　Rcは掻き寄せ（Rechtage），単位は日），
穀物貢租（V，その約1／2がライ麦，約1／2が燕麦，小麦は数人のみ，単位S），地代銀行へ
の年支払額（vr），地代端数（Vj正．下線の場合は償却一時金）は下記の通りである．
1 ?? ］1［ AI ?、
V．［
T　G　P T　G　P
Vll
T　G　P
21J．　G．　pietzschf’llg－li－1’li　2Ac　h72k　io　io］ll’T’一tde’412io一
一　1］．6　一
?????????????????????????????
???????????????????????????????????????? ? ? ? ???
????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????????? ??? ? ? ． ??? ?15
?????????????????????????｝
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lli／2Ac
lli／2Ac
lli／2Ac
lli／2Ac
lli／2Ac
llY2Ac
ul／2Ac
lli／2Ac
lli／2Ac
lli／2Ac
3　Ac
8　Ac
8　Ac
12Ac
　3Rc　’
　？
　？
6　Rc
6Rc
14Ab
14Ab
14Ab
　？
　？
??? ??? ????????｝? ? ??
?????
??????4
??????? ? ?? ??? ? ?????一一@2
一一一@王
一一@1
一一@11／2
一一@13／4
一一@1
一一@1／2
一一@2Ys
一一@2
一一@21／4
一一@ll／4
一一@ll／2
一一@21／s
一一@2
一一@3
一一@2
一一@ll／4
一一@3
一一@2
一一@2
一一@1
17　2　5
17　4　6
＝、 ? ??＝????? ． ????????????﹇?? ｝ ? ー?
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　この償却協定は上記の農耕賦役・穀物貢租以外に次の負担を廃止した　（卵・牝鶏は省
略）．｛a）当村の農民（2，4，5，6，8，10，ll，．13，14，19，20，22，24，25，27．
ただし，22は他の農民の1／3，24と25は1／2）がKlipphausenの3人の農民と共同で，牧羊
場の納屋などを除く騎士領のすべての新築・修理について無償ではたすべき建築用畜賦
役，および，当村の「園地農」G4H以下の保有者），小屋住農，水車屋がKlipphausen
一　l17　一
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の園地農と共同してr日に2Gの賃金で』はたすべき建築用手賦役．（b）当村の土地保有者
（1－31）が騎士領にSttick当り2Gの賃金で毎年はたすべきであった5ポンドの『粗
麻糸』（Werrig）の紡糸．｛c）当面（共同地を含む）における騎士領の羊放牧権（10月23日
から4月28日まで）と，当村の共同地における騎士領の豚・鳶鳥放牧権放牧権に対する
償却地代は合計24Tで，耕地lAについて92／3　P，林地lAについてその半額であった，
　「183フ年1月1日から賦役・貢租・領主放牧権は停止」され，償却地代の支払が開始さ
れていた．償却一時金と地代端数の25倍額とは全国償却委員会による協定承認の直後の復
活祭かミカエルの日に騎士領に直接支払われるべきであり，それまでは4％の利子を付け
られる．上の表の田欄に示された世襲賃租も25倍額の償却一時金によって償還することが
許された，償却事務費は権利者と義務者で折半され，後者は負担額を償却金額の大小に応
じて分担する．
　この協定が全国委員会によって承認されると，騎士領所有者には地代銀行から8185T
lOGの償却一時金が，10TlOGは現金で，他は地代銀行証券で支払われた．
｛2｝18如年以前．騎士領Gauernitzへの賦役．当村の大部分の土地保有者（1，7，23，32
を除く）から羊の勇毛について1人当り償却地代3GgP，また，約半数の保有者（2，
7，IO，エ3－16，19，23，25－28）から6日の乾草刈取りについて！人当り償却地代3GlOP．
（3）18S3／54年．世襲賃租，保有移転貢租（Lehngeld）（売買価格工00グルデンにつき12
G），認可料（Gunstgeld）　（貸借額lOOグルデンにつき12G）．償却地代は「保有移転
貢租（Lehnware）に関しては1世紀に4回，認可料に関しては3回』と想定して算出さ
れたが，各保有者（家屋番号）別に示せば次の通りである（20bは耕地・採草地，20cは
林地．また，一一時金工は20倍額，一一時金■は25倍額によって償還される）．
蚕障襲醜
態iTG・
←???????
1
?????
??????
PGT
???????
認可料
G　　P
！4
P3
P1
P4
?
????
??）?）
合　　計
T　G　P
???
2
10???????
????
?????
2
ユQ
P8
????
???
一蒔金I
T　G　P
　IO
2　14 ?
??
???
???
一　l！8　一
????
???????????????ー????????????????????????7　5
29　1
9　8
4　5
23　3
12　4
14　l
ll　1
26　9
28　1
18　6
15　3
7　　7
18　l
18　1
2　1
13　8
19　4
一　　5　3
1　22　4
一　12　一
2　5　6
一　22　3
一　12　6
一　15　5
一　14　一
一　14　一
1　6　4
－　　6　5
一　一　　4
一　10　6
1　16　一
一． R　4
Z　13　3
一　26　9
1　20　7
－　1工　9
一　！8　2
一　23　7
? ? ???????? ??? ?? ???
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2
13??? ?
6?????? ?? ???
????
2
? ??????
1　12
??【
? ?? 【．??????ー???
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（Crasselt，　S．　135－L40．）
　　　Schmiedewalde一＞Blankenstein
　　　Steinbach　bei　Kesselsdorf－Roitzsch
　　　UnkersdorfoRoitzsch　，
　　iv．　Pima郡
　　　　Kleinstruppen一一D，Naundorf　（2）
　　　　Naundorf
（1｝1834年．騎士領Thttrmsdorfの羊放牧権．当字からの補償1350M．
②　1841年．同一騎士領に対する賦役・貢租（当村，Kleinstruppbn，　Obervogelgesang
を合計して梨耕4S日，乾草賦役（Heutage）93日，刈取り・手賦役227日，除草15日，賃：
金付き賦役（Lohntage）462日，賃金付き大鎌刈取り80日，13％Sのライ麦と同量の燕麦
　　　　　　　　　　　　　　　　　一　l19　一
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など）．3村からの償却金額2737T（そのうち2G71／2Pは一時金で，104T　9　Gは年地代
として）．
（Bradsky，　S．　B4，　56．）
　　　　Neustruppen
　l847年．騎士領Neustruppenへの賦役（大鎌刈取り76日，刈取り631／2日，掻き寄せ89
日）．当村からの償却地代48T　8　P（地代銀行黍託）．
（Bradsky，　S．9工．）
　　　　Obervogelg’esang－Naundorf　（2）
　　　ll．　Leipzig県
　　i．Grimma郡
　　　　B6hlitz一一→Mutzschen市
　　　　D6bern一→Mutzschen市
　　　　G6ttwitz一→Mutzschen市
　　　　K6rlitz
（1）1840年代．Wurzenの2製粉所のための木材運搬．当村，．管区村落Nemmatitz（不
明），Roitzsch，　Solnitz（不明），　TrebelshainおよびWurzen市から償却地代合計228T．
（2）1840年代．騎士領Roitzschの放牧権．（1）と同じ1市5村から償却地代合計226　T－
G4　P．　Ktihren（4）参照．
（Sch6n；　e，　S．　23．）
　　　　K髄hren
　l840年代における当村の農民保有地36は下記の通り構成されていた．
　　　　IH　8　1　Y2H　18
　　　3／4H　4　　　弧H　6
（1）1841年協定締結・承認．騎士領Roitzschへの次の賦役．（a｝lH保有農7人は2頭の
連畜で年間18日梨耕する．（b｝％H保有農〔と残りのlH保有農〕および1／2H保有農〔の中
の4人〕計9人は1頭の連畜で18日梨耕する．〔c）これら16人は，当村から12km　mp，れた
Stephan中州から毎年4頭立て6車の乾草を運搬する．（d）馬を保有しないすべての住民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　120　一
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はNommeten（不明）の住民とともに騎士領の燕麦を刈り取る．（e慌蕪地Stauchauを
利用する当村とTrebelshainの農民は騎士領の大麦を刈り取る．反対給付を差し引た償
却地代は梨耕1日につき！2G，乾草運搬1回につきlT，大麦刈取り1人につき4G，燕
麦刈取り1人につき5G6Pで，当村の償却地代総額は18T20Gであった．「6人の保有
者はその地代5T7G4Pを地代銀行に委託」し，残りの保有者は償却一時金を支払っ
た．
（2）次に，Rentamt　Wurzenへの現物貢租（20Sずつのライ麦と燕麦）．lS当りライ
麦はlT20G，燕麦は22Gと査定され，償却地代48Tはすべて地代銀行に委託された．
（3）その次に，Wurzenの2製粉所への畜賦役．当村を含む管区村落7村の畜賦役義務
農民は，Mulde川の堤防の新設・修理の際に木材を運搬してきた．これに関する当村の
償却地代は46Tで，そのうち36Tが地代銀行に委託された．
（4）羊放牧権．馬鈴薯，蕪苦，クローヴァ，爽果作物（HtilsenfrUchten）の夏期栽培の拡
延に対して，休閑地の羊放牧権をもつ騎士領Roitzschが抗議し，当村で少なくとも231／s
A（lHからlA）はライ麦収穫開始まで純粋休閑地とされていなければならない，と
1807年に協定されていた．この放牧権は「長い係争」の後，償却地代lA当り71／2　P，合
計25T23Gで償却され，そのうち16T27G8Pは地代銀行に委託された．
（5）1845年．当村はStreuben，　Trebelshain村とともに，当村の牧師の土地（Pfarrlehn）
（35A）の冬穀物（l12／3　A）と大麦（2A）のために3回，燕麦（9％A）のために2回
耕作し，穀物，一番草，二番草，夏畑栽培作物（Sommerungsfrttchte）を牧師館の納屋
に搬入する．また，当村はr牧師の森で毎年伐採が許されるだけの木材を牧師館に運搬』
する．さらに，十村の16人の畜賦役農民（Ansptinner）はCo11egiatstift　Wurzenのため
に国有林から薪5クラフター一などを運搬し，手賦役義務ある小屋住農とHinterstisserは
81Y23クラフターを選別する（aufbereiten）．反対給付（耕作について34T12G　5　Pの現
金，その他）を差し引いて，これらの賦役は当村について償却地代34T　6　Gで償却された．
（6）1850年．．Collegiatstift　Wurzenへの現物貢租（当村から24　Sのライ麦と26　Sの燕
麦）．償却地代は104T　3　Gで，そのうちIQ3　T　36　G　4　P〔ママ〕が地代銀行に委託された．
（7｝1854／55年．Rentamt　Wurzenへの貨幣貢租（S．14では，57T18G　4　Pのフーフ
ェ貢租（Hufengeld）など合計82T29G　4　Pと記されている，　S．25では，それに21T8
Gの小屋住農貢租（Hauslerzins）が加わるから，　IO4T　7　G　4　Pとなるはずである）．償
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却地代は213T16G　5　Pで，地代銀行に委託された．
（8）．1856年出村の教会・牧師・学校の土地に対する現物貢租（36Sのライ麦と34Sの燕
麦など）と貨幣貢租（S．！5では6T！2G4P，S．25では6TlGlP）．償却地代163T
28GBP．
（9）1866年．Collegiatstift　Wurzenへの現物貢租（S．25の数字から（6）を差し引いた13
5／sSのライ麦と！8Sの燕麦のことであろう）．償却地代8T7GgP．
（10）1886年．国家への畜賦役（民兵用，建築用の運搬など）．償却地代330．80M（全額地
代銀行委託）．
（11）年代不明．Rentamt　Wurzenへの現物貢租（卵240個など）．償却地代は8．IIMで，
全額一回目により償還された．
　以上を諸負担の種類によって区分し，M換算で表示すると次のようになる（償却一時金
総額から地代銀行委託一時金の額を差し引いた金額が，当村の現実に支払った一時金の額
を示すことになる）．
工　畜賦役
?????
豆　手賦役?
皿　現物貢租??
W　貨幣貢租
1．
騎士領Roitzschに
Wurzenの製粉所に
国家に
出村の牧師に
Collegiatstift　Wurzenに
小　計
騎士領R・it・忌・hに
Collegiatstift　Wurzenに
小　計
Rentamt　Wurzenに」
Collegiatstift　Wurzenに
当村の牧師などに
小　計
Rentamt　Wurzenに
償却地代総額
46．80
138．00
330．80
102．60
17．17
635．34
　9．20
　7．65
16．85
152．l！
312．30
376．68
840．99
31S．82
償却一時
金総額
l170．00
3450．00
8270．75
2565．00
　428．50
15884．25
　230．00
　191．26
　42工．25
3802．75
7807．50
9414．50
21024．75
フ895，50
地代銀行委託の
地　　代　一時金
一122一
15．74
108．00
330．80
102．20
16．60
72．34
　1．35
　1．36
144．00
311．04
376．58
831．62
314．44
　393．50
2700．00
8270．75
2555．00
　390．00
14309．25
　33．76
　33．75
3600．co
7791．00
94工4．50
0806，50
786i．OO
2．当村の牧師などに
　　　小　計
V　放牧権
　1．　騎士領Roitzschに
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　　　18．16　i　464．oo　1　18．16　1　454．00
　　333．98　1　8349．50　1　332．60　1　8315，00
77．341933．5060．78L269．50
?
計 1・9・4・53476・3・25　i・788・フ2　1　44733…
　当村は面積約1320Aであるから，　lA当りの償却一時金負担は36Mとなる，また，地代
の：支払は1909年に終了する．
（Sch6ne，　S．　7L，　U－17，　22－26．）
　　　　Merschwitz→Mutzschen市
　　　　Mutzschen市
　1844年協定締結，1845年承認，騎士領Mutzschenの羊放牧権．当市の副牧師職（Dia－
konat）の土地，　B6hlitz，　G6ttwitz村の2小地片，当市と騎士領Mutzschenの牧道権
（Triftgerechtigkeiten）を除く，当市とB6hlitz，　D6bern，　G6ttwitz，　Merschwitz，
Wetteritz村の土地保有者125人のすべての耕地について放牧権は1838年工月1日から廃
止された．償却地代総額は232T13G2Pで，そのうち231T29G　2　Pが地代銀行に委託さ
れ，償却一時金はllT20G支払われた．
（Gross　1968，　S．　131f．）
　　　　Neichen一→騎士領Trebsen（3）
　　　　Nerchau三一→騎士領Trebsen（1）〔3）
　　　　Pauschwitz→騎士領Trebsen（3）
　　　　Roitzsch－K6rlitz　｛IX2）
　　　　Rothersdorf一一→曙奇士領Trebsen〔3）
　　　　Streuben
　l845年．　Ktihren村の牧師の土地の耕作．当山とTrebelshainから償却地代！9T24G．
Ktihren（5）参照．
（Sch6ne，　S．　16，　23．　）
　　　　Trebelshain－KOrlitz　（1）（2），　Streuben
　　　　Trebsen市一→騎士領Trebsen（3×4×6｝
　　　　騎士領Trebsen
（1）1840年．当騎士領への賦役（畜賦役，手賦役，狩猟賦役，紡糸賦役，警；衛賦役，建築
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賦役など）．Nerchau市と周辺6村の177人から6S4T13　G　6　Pの償却地代（地代銀行委
託）．
（2）今一つの賦役償却協定．当騎士領への賦役．240人置その内訳は別表の通りである．）
大馬保有農（Grosspferdner）
馬保有農（Pferdner）
小馬保有農（Kleinpferdner）
大園地農（Grossgtirtner）
4人
24人
4人
24人
ノ」＼園土也農　（K正eingtirtner）
水車屋
いわゆるCrostiger
小屋住農
21人
　2人
6人
150人
から652T　9　Gの償却地代（地代銀行委託）（S．54によれば，賦役償却は1830年代に始ま
り，1843年に終った）．
（3）1840年．当騎士領への現物貢租（穀物，亜麻，家禽，卵）．Nerchau市，　Trebsen
市およびBornanitz（不明），Neichen，　Pauschwitz，　Rottersdorf〔Rothersdorf〕，
Walzi9，　Wednig，　Z6hda村の108入力1ら478T15G　7　Pの償却地代，
（4）1842年．当騎士領の放牧権．Trebsen市，　Walzig，　Wednigの54人から82T－Gl
Pの償却地代（地代銀行委託）．
⑤　今一つの放牧権償却協定．68人の保有者の土地に対する当騎士領の放牧権と，当騎士領
の土地に対する68人の保有者の放放権差し引いて68人の保有者から164Tの償却地代．
（S．49によれば，1841年にTrebsen市と周辺6村における放牧権が64人の農民によっ
て償却された．）
（6）1844年頃．領主の池における保有農とTrebsen市の草刈り権（Grtisereibefugnisse）．
領主は469T　4　G　7　Pを補償した．
（7）1850年．渡し舟貢租（Fahrzins）（ライ麦18砥S，燕麦33％S，パンU6個）．　Mulde
川の領主の渡し舟を利用する土地保有者177人からの償却地代はlllT22G8Pで，このう
ち90T20G8Pは地代銀行に委託された．25人の保有者に割り当てられた残額は601T　2
GSPの償却一時金で償還された．なお，領主はこの貢租を村々に取りに来る必要があっ
たので，償却地代算出に際して穀物価格は市価の％と査定された．
（8）1853年．当騎士領へのMulde川漁業貢租（24T22　G　7　P）．近隣の村々のll人から
上記の年地代の20倍額の償却金が地代銀行に委託された．
　以上を概括すると，まず，「52，925Tという巨額が地代銀行証券として騎士領所有者に
譲り渡さ」れた．しかも，この償却金の大部分は「農場の改良のためではなく，個人的必
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要のために」支出された．次に，19世紀央の農場評価額（250，000T）と比べると償却金
はそれの1／sにあたる．第3に，領主から支払われた金額は「微小」であった．すなわち，
「池の草刈り権の償却に対して32BT」である（これには，「そのほかになお他の権利者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　キに補償として与えられた」144T　4　G　7　P（S，30）が含まれていない）．償却金額の種目
別比率は下記の通りである．
　　　1．放牧権　　　　　　ll．5％
　　　2．賦役　　 60．5％
　　　3．現物貢租　　　　　22．5％
　　　4．渡し舟貢租　　　　5。5％
　　　　　合計　　　　　　loo％
（Heye，　S．27－32，49，54．なお，　Blaschkeによれば，　Grimma郡で1764年に当騎
士領に属するのはNerchau市，　Trebsen市とNeichen，　Paus’chwitz，　Walzig，　Wed－
nig，　Z6hda村であった．）
　　　　Walzig→騎士領Trebsen（3）（4〕
　　　　Wednig一→騎士領Trebsen（3×4＞
　　　　Wetteritz→Mutzschen市
　　　　Wurzen市一→K6rlitz（1）〔2）
　　　　Z6hda→騎士領Trebsen（3）
　　ii．　Rochlitz郡
　　　　Arnsdorf　bei　Penig
　1849年の請願書：によれば，当村の賦役・羊放牧権の償却地代はDittmannsdorf　bei
Penig，　Niederelsdorf，　Oberelsdorfと共同で約3QOTであるが，償却事務費は1900Tに
達した．
（Zeise　1965，　S．　44　；　Zeise　1968，　S．　2S7．）
　　　　Diethensdorf
（1）当村は領主Wechselburg伯に対して年々次の義務を課されていた．（a）すべての小
麦，ライ麦，大菱，燕麦，碗豆，ヴェッチ，混合飼料（Gemenge），乾草からの十分の一
税，（b）IOII／2頭の家畜からの年賦役（Jahrfronen），（c）ライ麦刈取り841Y24日，（d）燕麦の掻
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き寄せ18Z124日，（e）乾草の掻き寄せ20日，（f）通常の手賦役5日，（9）猪狩138日，（h）ホップ摘
み取り42日，｛i）兎狩4日置（1心底運ma365／6日，（k）不確定狩猟賦役（Jagdtage）365／6日，
（1｝製材2クラフター，（m）丸太割り34人，〔n）丸太運搬，（o）肉十分の一税など．
　これの償却に関する協議は1937年に始まり，ようやく1842年に協定が成立した．農民の
一部はただちに償却を開始したが，他の農民は「査定が高すぎる」として長く争った．（a｝
は314’7T23G　3　Pと評価され，償却地代は！35T－G6Pであり，（b）一（・）は365T！3Gと評
価され，償却地代は53T26Gであった．
　最大の農民保有地の償却地代は（a｝について27Ti6G3Pであり，他の義務（4Y2頭の家
畜の年賦役，ライ麦刈取り2Y2日，燕麦め掻き寄せ1縁日，ホップ摘み取り1日，猟獣運搬
1日，不確定狩猟賦役1日，丸太割り，丸太運搬，肉十分の一税など）について2T21G
6Pであった．最小の保有地の償却地代は（a｝について20G　2　Pであり，他の義務（猪狩2
日，乾草の掻き寄せ工種日，および，他の賦役の一小部分）について2Gであった．
（2）領主の羊放牧権．償却地代12T．
（3）保有移転貢租．償却地代48T27G　2　P．
（4）C正aussnitzの牧師への貢租（穀物など），償却地代67T21G．
（5｝Claussnitzの教会指揮者（Cantor）への貢租（パンなど）．償却地代6T．
（Schmidt，　Sp．　92－94．）
　　　　Dittmannsdorf　bei　Penig一一一一e，Arnsdorf　bei　Penig
　　　　Kaufungem一一→Niederfrohna（Chemniz県Chemnitz郡）〈3）
　　　　Markersdorf　bei　Burgsttidt
　l849年の請願書によれば，当村は「かまど十分の一税（Rauchzehnt）償却の際の荘園
領主の法外な要求と償却委員の全く一方的な審理のために12年間の訴訟を余儀なくさせら
れた，訴訟は，村民がr即座にその住居から逃走する，あるいは放逐されることを望まな
かったので』領主の不法な要求を承諾することで終った．この小さな村が∵…約400Tの
過大な地代に同意したのち，貧欲な騎士領所有者はさらに，5，500丁以上の追加支払を回
収した．」S．136では償却地代396T，追加支払5503Tとされている．
（Zeise　1965，　S．　42，　136；Zeise　1968，　S．　256．）
　　　　Niederelsderf一一一一一＞Arnsdorf　bei　Penig
　　　　Oberelsdorf一＞Arnsdorf　bei　Penig
　　　　Stein
　l849年の請願書によれば，当村住民（農民17人，園地農29人，小屋住農33人）は償却地
一　126　一
　　　　　　　　　　　　　　　　　ザクセンにおける地代償却の実施（工）　127
代387T14G4Pを支払っている．
（Zeise　1966，　S．　67．）
　　　　Taura’
　Sch6nburg所領のAmt　PenigはPenig（163．5ha）とZinnberg　（l13．75ha）の2
直営地および当村など1市ll村を含んでいた．2直営地の「耕作はすべて賦役義務者に課
され」ており，領民は不確定賦役としてr牽耕，網耕（eiden），厩肥の搬出その他，耕
種（ackerbau）をすべて処理する〔べきである〕．また，人々は直営地に属するすべて
の採草地〔の牧草〕を刈り取り，乾燥し，搬入する義務を負う．しかし，打盛人は雇われ
ねばならない．』さらに，不確定の建築賦役，運搬賦役，狩猟賦役もあった．「1658年に
Penigの農場領主が賦役義務者を遇3－4日以上は用いない，と約束した」事実から明ら
かなように，これらの賦役の負担は，「ほとんど耐えがたい」ものであり，18世紀を通じ
て賦役拒否と訴訟が頻発し，1790年には農民一揆が勃発した．そして，その住民がPenig
での賦役のために「少なくともIOkmの道を毎回歩まねばならなかった」当村については，
1796年に賦役が償却地代471Tで償却された．
（Ackermann，　S．　26f．　41，　59－62，　65f．）
　　皿．Chemnitz県
　　．i．　Chemnitz郡
　　　　K互ndler
（1）1835年．騎士領Ktindlerへの手賦役と牝牛貢租（Kuhzins）．償却の原則は次の通
り，（a）男女の1日の手賦役は3Gと評価される．〔b｝牝牛貢租，すなわち，領主の放牧地に
おける牝牛の放牧（31は2頭，27と2は1頭）に対する貢租，は工頭につき8Gである．
（c）収穫ビール（Erntebier）は領主から1人目つき2Gで補償される．
　各人（33までは園地農，2以後は小屋血合）の家屋番号〔ママ〕と償却地代は下記の通
りである．
????」．　G．　Sparmann
Joh．　Traugott　Schneider
J．　Gottlieb　Eichler
C．F．　Reichel（：女）
????
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16G
I4G
14G
工4G
128
???????????
??????????????
J．　T．　T6pfer
Joh．　Gottfried　Pester
Carl　Gottlob　Kretzschmar
C．　F．　Richter
J．　G．　Ulbricht
C．　H．　W．　Zwingenberger
G．　H．　Haupt
Joh．　Samuel　Mttller
Joh．　Samuel　Schubert
F．　A．　Scherf
J．　S．　Dost
Friedr．　Wilh．　Btittner
同上
Joh．　Gottlieb　Granz
庭二二小計 ??? ???????? ????
????｝3T
??????14
P4????????
??
??? ? ? ?? ?
???????????????????????20????????????????
（2）1838年．小屋住農の手賦役と牝牛貢租．各人は牝牛1頭を放牧させるが，牝牛貢租は
lQGである．各人の家屋番号，手賦役，償却地代は下記の通りである．
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18
P9
Q0
Q1
R
J．　G．　Scheibe
C．　F．　Kretzschmar
J．　G．　Seifert
C．　F．　Werner
Joh．　Samuel　Winkler
12日
12日
12日
6日
16日
IT　2G
IT　2G
IT　2G
－T　8G
！T　14G
（3）1851年．騎士領K：tindlerへの保有移転貢租．各人（82までは園地農，51以後は小屋
住農）の家屋番号と償却地代は下記の通りである．
???????
??????﹇?）?? ??
J．　Gottiieb　Eichler
Joh．　Traugott　Schneicler
J．　Gottfried　Eichler
Joh．　Gottfr．　Pester
Karl　Gottl．　Kretzschmar
F．　A．　F．　Ulbricht
T．　H．　TOpfer
Joh．　Sam．　Mtiller
Joh．　Sain．　Schubert
K．　Uhlmann　・
C．F．　Merkel（女）
Friedr．　Wilh．　BUttner
Johann　Gottlieb　Grtinz
Johann　Samuel　Winkler
Karl　Friedrich　Wendler
Karl　Augu＄t　T6pfer
C．F．　Lommatzsch（女）
Joh．　Gottl．　Sch6nfeld
K．　F．　A．　Maier
C．　F．　Reichert
一T　21G　2　P
－T　IOG　8　P
－T　8G　一P
－T　llG　6　P
－T　23G　2　P
－T　IG　2P
－T　IOG　4　P
－T　16G　4　P
－T　6G　一P
－T　18G　8　P
－T　6G　一P
－T　15G　2　P
－T　20G　一P????﹇｝????? ?15 ?2P8P
4P
－P
－P
－P
－P
（4）工852年．道路貢租（3人から27G　6　P），賦役金（Frohngeld）　（1人から25G），な
ど．償却地代合計は「！4T16G　5　Pで，34T20Gは地代銀行に委託され，5T26Gは現金
で」支払われた．
（5）1853年．Limbachの牧師への現物貢租（IS　l　sip（？）ずつのライ麦と燕変）．騎
士領Ktindlerからの償却地代は9TlgG87A6P　（lSのライ麦は3T，燕麦はlT12G
5Pと査定された）で，そのうち9TlgG　6　Pが地代銀行に委託された．
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（6｝Rentamt　Chemnitzへの義務．償却地代lT25G．
（Strohbach　1940，　S．　140－144；　Strohbach　1963，　S．　77f．）
　　　　Mittelfrohma
（！）　一＞Niederfrohna　（3）
（2）運搬賦役．70T20Gの償却一時金．
（3＞手賦役．lO人から2T2Gの償却一時半．
（Strohbach　th963，　S．　78．）
　　　　Niederfrohna
（1）183フ年協定締結，特別償却委員会（Spezial－Commission）委員はDr．　J．　Volkmann
（Chemnitz）と農業者G．　M．　Petzschel（Penig）であり，協定の当事者は騎士領Lim－
bachの所有者たる侍従（Kammerjunker）G．　F．　von　XVallwitzと当村の28人の土地
保有者である．後者は下記の保有地よりなる（1／4Hのうちの2は同一人に属する）．
　　　IH　5　ii／2H　9
　　　3／4H　6－1　1／4H　IO
　償却対象は建築賦役である，二村のすべての馬保有農は不確定賦役としてすべての建築
材料を馬車で運搬せねばならなかったが，この運搬賦役は17人の馬保有農による4頭立て
馬車年間3％台，償却地代1台につき8Gと決定された．また，当村のすべての保有農ば
建築手賦役（水道管維持の賦役を含む）をはtcさねばならなかったが，この手賦役の償却
地代は1人につき2Gと決定された．償却地代は畜賦役農民（Spannbauer）からおのお
の2T2G，手賦役のみを課される10人の保有農からおのおの2Gで，当村合計は87T12
Gであった．償却事務費は両当事者で折半され，手賦役農民（Handbauer）の分担額は馬
保有農の1／2であった．
（2｝1842年．牧師の土地（Pfarrgut）への賦役．牧師の土地は18　Sある．（a｝休閑区（Brach・
art）6Sのうち2Sでは馬鈴薯，野菜，亜麻が，2Sではクw・一一ヴァが栽培される．休
閑地は2Sのみである．（b）冬穀栽培区6Sではライ麦と小麦が，（c）夏穀栽培区のうち21／2
Sでは大麦，31／2　Sでは燕麦が栽培される．
　当村の賦役労働時間は次の通りである．〔a）型耕．lSの所要時間は41／2時間で，梨耕回
数は燕麦で2回，冬穀物と大麦で3回．したがって，冬穀物について8工時間，大麦33％時
間，燕麦311／2時間，計146　1／4．時間．これからMittelfrohnaの賦役2日（14時間）を差し引
いて1321／4時間．｛b｝細耕．lSの所要時間は43分で，絶耕回数は冬穀物と大麦で7回，燕
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麦で5回．したがって，冬穀物について30％時間，大麦121Y20H3間，燕麦121％o時間，計
55％時間．｛c）穀物・乾草搬入．冬穀物について150束積みのll車（そのうち牧師の土地の
収穫1452東，十分の一二198束），1車％時間で95／s時間。夏穀物は180束積みの7％車（そ
のうち牧師の土地の収穫1200束，十分の一雨154東），滑車％時間で6％時間．一番草と二
番草は8車，1車1砥時間でIO時間．計26％時間．（d）肥料運搬．厩肥48車，1：車7／s時間で
42時間．これからMittelfrohnaの賦役2日（！4時間）を差し引いて28時間．
　1時聞当りの賃金．梨耕賦役（馬2頭）で2G5P，把耕賦役（馬2頭）で2G4P，
運搬賦役（馬車）で3G3P（荷役人夫1人の賃金7Pを含む），
　以上から賦役は23T23G4Pと評価されるが，反対給付が13T工IG（そのうち現金8T，
燕麦4TgG，ビール18G）と計算されるので，両者の差額－T12G4Pが償却地代とな
る．これは19人の賦役義務者によっておのおの14　G61／s　Pずつ負担され，地代銀行に委託さ
れた．
〔3）1854年．十分の一一税，償却地代は当村，Mittelfrohna，　Kaufungen（Leipzig県
Rochlitz郡）の土地保有者を合わせて，当村の教会の土地（K：irchlehen）に関して6G
4P，当村の牧師の土地に関して！59　T　l　G　4　P，当村の学校の土地（Schullehen）に関
して22T22GgP，　Mittelfrohnaの学校の土地に関して10T－G　4　P，合計192TIOG　l
Pであった．
（Strohbach　1936，　S．　27f．，　219－221　；　Strohbach　1963，　S．　77　；　Strohbach　1966，
S．　75．）
　　　　Pleissa
（1）1823年．炭運搬賦役（ZwickauからFreibergまで）．償却地代1702TlsG！l　P．
（2）B37年．国家への償却一時金260TlOG．
（3｝1841年．建築賦役．償却地代150T，
｛4）「1857年．十分の一輪など教会への諸負担．償却地代987T．
（5）直営地Chemnitzのための賦役．償却地代266TllG　5　P．
（6）騎士領Oberrabensteinへの賦役・貢租・放牧権の償却地代は次の通り．
　a．大鎌刈取り・掻き寄せ　　　　　　　　　約13T
　b．Wtistenbrandの採草地における賦役　　　　9　T
　c．小屋住農の賦役　　　　　　　　　　　　　　6T
　　　　　　　　　　　　　　　　　　－13工　一
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　d．旧訳書絵　　　　　　　　　　　　　　　約37T
　e．梨耕賦役地代（Ackerfronrente）　　　　　33T　7G
　f．　夏期放牧権　　　　　　　　　　　　　　　39T　lG
　9，冬期放牧権　　　　　　　　　　　　　　約llT
　　　合　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　149T　　7　G　　8　P
（Strohbach　1963，　S．　76，　78；　Strohbach　1966，　S．　75，）
　　　　R6hrsdorf
　l841年．騎士領Oberrabensteinの放牧権．各人の償却地代〔ママ〕とそれを支払う
土地保有者の数は下記の通りである．
1人
5人
14人
23人
合　計
　4T
　3T
　2T
　IT
約95T
14G　9　P
25G～3T　3フG
7GN2T　17G
16Gt’v1T　27G
（Strohbach　！963，　S．　76f．　；　Strohbach　1966，　S．　74．）
　　　　Seifersdorf　＞Ursprung　（5）
　　　　Ursprung
〔1）1837年．Amt　GrUnhainへの畜賦役・手賦役．！57T！Gの償却一時金，
（2）1839年．Rentamt　Stollbergへの現物貢租（燕麦72　S）．償却地代はlS当りll／6T．
｛3）1852年．保有移転貢租（保有変更の際にユ6P）．償却一時金2TlgG　2　P．
（4）1852年．石材運搬賦役・道路手賦役．償却一時金85T．
（5）1852年。十分の一二（富村，Abtei（不明），Seifersdorfを合わせてライ麦36　S，
燕麦30S）．償却地代はライ麦lSにつき3T，燕麦lSにつきlT121／2G．
（6）1852年．学校の土地に関する貢租（パン28ポンド）．償却地代17Y2　G．
（Geisler，　S．　IOOf・，　l14f．）
　　　　Wttstebrand
〔1）1839年．国家への負担．工保有地から償却地代lT27G6P．
〔2｝1841年．同じ保有地から下記の償却地代．フーフェ貢租1T24G，世襲賃租22G7p，
現物貢租（牝鶏・チーズ・燕麦）1フG6P，薪規賦役金9G，など計2TlsG6P．
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（3）騎士領Oberrabensteinへの賦役．．1人の大農からの償却地代は賦役について6T
4G，羊の勢毛について6G4P．
（Strohbach　1963，　S．　77£　；　Strohbach　1966，　S．　74．）
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